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 SV 設定&モニタモード
記 号 名 称 表示またはデータ範囲 出荷値

 測定値 (PV)/設定値 (SV)

モニタ

PV表示器: PVを表示します。
2

入力スケール下限～入力スケール上限

SV表示器: 制御の目標値を表示します。

 設定値 (SV) 2

 リモート設定 (RS) 入力値
2

 マニュアル操作出力値



SV 設定値 (SV) 1、2 設定リミッタ下限～設定リミッタ上限
制御の目標値を設定します。

0

CT1 電流検出器 1 (CT1) 入力値

モニタ

0.0～30.0 Aまたは 0.0～100.0 A

CT1 入力ありのときに表示します。



CT2 電流検出器 2 (CT2) 入力値

モニタ

0.0～30.0 Aまたは 0.0～100.0 A

CT2 入力ありのときに表示します。



SVr リモート設定 (RS) 入力値

モニタ
2

設定リミッタ下限～設定リミッタ上限

リモート設定 (RS) 入力値を表示します。



EVM1 イベントモニタ1 SV 表示器の表示

イベント 1 (EV1)
イベント 2 (EV2)
イベント 3 (EV3)
イベント 4 (EV4)

どの桁が点灯したかによって、発生したイベン
ト種類を確認できます。
イベント1～4種類のいずれかで、イベント動作
が選択されている場合に表示します。



EVM2 イベントモニタ2 SV 表示器の表示

ヒータ断線警報 1 (HBA1)
ヒータ断線警報 2 (HBA2)

どの桁が点灯したかによって、発生したHBA 種
類を確認できます。
CT1 またはCT2入力ありの場合に表示します。
CT 割付で「0: なし」に設定した場合は表示し
ません。



MV 操作出力値 (MV1) モニタ

[加熱側]

PID 制御、加熱冷却PID制御:

操作出力値 (MV1) を表示します。

5.0～+105.0 %

位置比例 PID 制御で、かつ開度帰還抵抗

(FBR) 入力使用時:

開度帰還抵抗 (FBR) 入力値を表示します。

0.0～100.0 %



MV2 操作出力値 (MV2) モニタ

[冷却側]

5.0～+105.0 %
冷却側の操作出力値 (MV2) を表示します。
加熱冷却PID制御の場合に表示します。



APT メモリエリア運転経過時間

モニタ

0分 00秒～199分59秒または

0 時間00分～99時間 59 分
簡易プログラム運転時の、メモリエリア運転経
過時間 (ソーク時間) を表示します。



ArE メモリエリア切換 1～8
ダイレクトキー種類がタイプ2のとき、SV設定
&モニタモードに表示します。

1

PSM` MV転送時の操作出力値 PID 制御:

出力リミッタ下限 (MV1)～

出力リミッタ上限 (MV1)

加熱冷却PID制御:

出力リミッタ上限 (MV2)～

+出力リミッタ上限 (MV1)

オーバーラップ動作時は

105.0～+105.0 % *
* 実際の出力値は、出力リミッタでリミット

された値となります。

オートモード時に、手動で操作出力値 (MV1、
MV2) を変更できます。
MV 転送機能で「0」に設定した場合は、表示し
ません。

0.0

ILr インターロック解除 on: インターロック状態
oFF: インターロック解除
イベント 1～4 インターロック機能不使用の場
合は、表示しません。

oFF

1
メモリエリア対応項目

2
小数点位置は、小数点位置設定によって異なります。

 運転モード
記 号 名 称 データ範囲 出荷値

ATU PID/AT 切換 on: AT 実行
oFF: PID 制御

oFF

STU スタートアップ
チューニング (ST)

on1: 1 回実行 *
on2: 毎回実行
oFF: ST 不使用
* スタートアップチューニングが終了すると、

自動的に「oFF: ST不使用」に戻ります。

電源ON時、STOPからRUNに切り換えたとき、
または SV 変更時に、スタートアップチューニ
ング (ST) を実行します。

位置比例PID制御の場合は表示しません。

oFF

CHr 自動昇温学習 on: 学習する *
oFF: 機能なし
* 自動昇温学習が終了すると、自動的に

「oFF (機能なし)」に戻ります。

自動昇温グループを「0」に設定している場合は、
表示しません。

on

A-M オート／マニュアル切換 AUTo: オートモード
MAn: マニュアルモード

AUTo

r-L リモート／ローカル切換 LoC: ローカルモード
rEM: リモートモード

LoC

r-S RUN/STOP切換 rUn: RUN (制御開始)
SToP: STOP (制御停止)

rUn

 パラメータ設定モード
記 号 名 称 データ範囲 出荷値

EV1 イベント1設定値 (EV1) 1 偏 差: 入力スパン～+入力スパン
2

入力値または設定値:

50

EV2 イベント2設定値 (EV2) 1 入力スケール下限～入力スケール上限
2

操作出力値 (MV1 またはMV2):

50

EV3 イベント3設定値 (EV3) 1 5.0～+105.0 %

イベント機能なしの場合は、表示しません。

50

EV4 イベント4設定値 (EV4) 1 制御ループ断線警報 (LBA) の場合は、EV4

は表示しません。

50

LbA 制御ループ断線警報 (LBA)

時間
1

1～7200 秒、oFF: 機能なし

イベント4が制御ループ断線警報 (LBA) の

場合に表示されます。

480

Lbd LBAデッドバンド
1、2 0～入力スパン

イベント4が制御ループ断線警報 (LBA) の

場合に表示されます。

0

P 比例帯 [加熱側]1 熱電対 (TC)／測温抵抗体 (RTD) 入力:

0 (0.0、0.00)～入力スパン
2 (単位: C)

電圧 (V)／電流 ( I ) 入力:

入力スパンの 0.0～1000.0 %

0 (0.0、0.00): 二位置動作

30 a

I 積分時間 [加熱側]1、 3 PID 制御または加熱冷却PID 制御:

1～3600 秒または 0.1～1999.9 秒

oFF: PD 動作 (加熱側、冷却側共)

位置比例PID制御:

1～3600 秒または 0.1～1999.9 秒

240

D 微分時間 [加熱側]1、 3 1～3600 秒または 0.1～1999.9 秒

oFF: PI 動作

60

rPT 制御応答パラメータ
1 0: Slow 1: Medium 2: Fast

[P、PD動作時は無効]

Note 1

Pc 比例帯 [冷却側] 1、4 熱電対 (TC)／測温抵抗体 (RTD) 入力:

1 (0.1、0.01)～入力スパン
2 (単位: C)

電圧 (V)／電流 ( I ) 入力:

入力スパンの 0.1～1000.0 %

30 a

Ic 積分時間 [冷却側] 1、3、 4 1～3600 秒または 0.1～1999.9 秒

oFF: PD 動作 (加熱側、冷却側共)

240

dc 微分時間 [冷却側] 1、3、 4 1～3600 秒または 0.1～1999.9 秒

oFF: PI 動作

60

db オーバーラップ／

デッドバンド
1、4

熱電対 (TC)／測温抵抗体 (RTD) 入力:

入力スパン～+入力スパン
2 (単位: C)

電圧 (V)／電流 ( I ) 入力:

入力スパンの100.0～+100.0 %

マイナス () を設定するとオーバーラップ

となります。ただし、オーバーラップ範囲

は、比例帯の範囲内となります。

0 a

Mr マニュアルリセット
1 100.0～+100.0 %

手動でオフセットを修正します。積分時間

[加熱側] と積分時間 [冷却側] が、oFFの場

合に表示します。

0.0

SVrU 設定変化率リミッタ上昇
1、2 1～入力スパン／単位時間 *

oFF: 機能なし

* 単位時間 (出荷値): 60秒

oFF

SVrd 設定変化率リミッタ下降
1、2 oFF

AST エリアソーク時間
1 0分 00秒～199分59秒または

0 時間00分～99時間 59 分

簡易プログラム運転を行う場合の、エリア

ソーク時間を設定します。

エリアソーク時間のデータ範囲は、ソーク

時間単位で選択できます。

0:00

LnKA リンク先エリア番号
1 1～8、oFF: リンクなし

メモリエリアどうしをリンクさせることで、

簡易プログラム運転ができます。その際のリ

ンク先のメモリエリアを設定します。

oFF

1
メモリエリア対応項目

4
加熱冷却PID 制御の場合に表示します。

2
データ範囲は、小数点位置によって異なります。

a
出荷値は製品の仕様によって異なります。

3
データ範囲は、積分／微分時間の小数点位置によって異なります。

Note 1: PID 制御、位置比例PID制御 (0) 加熱冷却PID制御 (2)

 セットアップ設定モード

記 号 名 称 データ範囲 出荷値

HbA1 ヒータ断線警報1 (HBA1)

設定値
a、b

電流検出器がCTL-6-P-N の場合:
0.1～30.0 A oFF: 機能なし
電流検出器がCTL-12-S56-10L-Nの場合:
0.1～100.0 A oFF: 機能なし

oFF

HbL1 ヒータ断線判断点 1 a、b、c HBA1 設定値の 0.1～100.0 %

oFF: ヒータ断線判断無効

30.0

HbH1 ヒータ溶着判断点 1 a、b、c HBA1 設定値の 0.1～100.0 %

oFF: ヒータ溶着判断無効

30.0

HbA2 ヒータ断線警報2 (HBA2)

設定値
d、e

電流検出器がCTL-6-P-N の場合:
0.1～30.0 A oFF: 機能なし
電流検出器がCTL-12-S56-10L-Nの場合:
0.1～100.0 A oFF: 機能なし

oFF

HbL2 ヒータ断線判断点 2 d、e、f HBA2 設定値の 0.1～100.0 %

oFF: ヒータ断線判断無効

30.0

HbH2 ヒータ溶着判断点 2 d、e、f HBA2 設定値の 0.1～100.0 %

oFF: ヒータ溶着判断無効

30.0

Pb PVバイアス 入力スパン～+入力スパン

(小数点位置の設定によって異なる)

0

dF PVデジタルフィルタ 0.1～100.0 秒、oFF: 不使用 oFF
a CT1 入力ありの場合に表示します。
b CT1 割付で「0: なし」に設定した場合は表示しません。
c HBA1 が、タイプBの場合に表示します。
d CT2 入力ありの場合に表示します。
e CT2 割付で「0: なし」に設定した場合は表示しません。
f HBA2 が、タイプBの場合に表示します。

記 号 名 称 データ範囲 出荷値

Pr PVレシオ 0.500～1.500 1.000

PLC PV低入力カットオフ 入力スパンの 0.00～25.00 %

開平演算ありの場合に表示します。

0.00

rb RSバイアス 入力スパン～+入力スパン

(小数点位置の設定によって異なる)

0

dF2 RSデジタルフィルタ 0.1～100.0 秒、oFF: 不使用 oFF

rr RSレシオ 0.001～9.999 1.000

T 比例周期 [加熱側] 0.1～100.0 秒

電圧／電流出力の場合は表示しません。

20.0 a

t 比例周期 [冷却側] 0.1～100.0 秒

加熱冷却PID制御の場合に表示します。

電圧／電流出力の場合は表示しません。

20.0 a

Add1 デバイスアドレス 1 b 0～99

マルチドロップ接続では重複しないように

設定してください。MODBUS の場合は、0

にすると通信を行いません。

0

bPS1 通信速度1 b 2.4: 2400 bps

4.8: 4800 bps

9.6: 9600 bps

19.2: 19200 bps

38.4: 38400 bps

19.2

bIT1 データビット構成 1 b

ビット構成

データ ストップ パリティ

8n1 8 1 なし

8n2 8 2 なし

8E1 8 1 偶数

8E2 8 2 偶数

8o1 8 1 奇数

8o2 8 2 奇数

7n1 * 7 1 なし

7n2 * 7 2 なし

7E1 * 7 1 偶数

7E2 * 7 2 偶数

7o1 * 7 1 奇数

7o2 * 7 2 奇数

* MODBUS通信時は設定無効。

8n1

InT1 インターバル時間 1 b 0～250 ms 10

Add2 デバイスアドレス 2 c デバイスアドレス1と同じ 0

bPS2 通信速度2 c、d 通信速度1と同じ 19.2

bIT2 データビット構成 2 c、d データビット構成1と同じ 8n1

InT2 インターバル時間 2 c、d インターバル時間1と同じ 10

LCK 設定ロックレベル 0: 設定可 (ロック解除)

1: 設定不可 (ロック)

桁ごとに、0または 1を設定します。

SV 表示器の表示

設定値 (SV)、イベント設定値
(EV1～EV4) を除いた項目

イベント設定値
(EV1～EV4)

設定値 (SV)

0 固定 (変更禁止)

0000

a
出荷値は製品の仕様によって異なります。

b
通信1ありの場合に表示します。

c
通信2ありの場合に表示します。

d
コントローラ間通信機能を選択した場合は表示されません。

 エンジニアリングモード
エンジニアリングモードの設定を行うには、STOP (制御停止) にする必要がありま

す。ただし、確認のみはRUN状態でもできます。

また、該当機能を指定していないと、無効になるパラメータがあります。

記 号 名 称 データ範囲 出荷値

F10. ファンクションブロック10 ファンクションブロック10の最初のパラメータ

SPCH STOP表示位置 0: PV表示に「STOP」を表示

1: SV表示に「STOP」を表示

1

dE バーグラフ表示 0: 表示なし 4: 偏差値

1: MV 5: CT1 入力値

2: PV 6: CT2 入力値

3: SVモニタ

1

dEUT バーグラフ表示分解能 1～100 digit/dot

偏差値またはCT入力値の場合に設定可能

100

dSoP 入力異常時のPV点滅表示 0: 点滅

1: 点滅表示なし

0

F11. ファンクションブロック11 ファンクションブロック11の最初のパラメータ

Fn1 ダイレクトキー1 0: ダイレクトキー不使用

1: A/M切換キー

(タイプ 1、タイプ2共通)

1

Fn2 ダイレクトキー2 0: ダイレクトキー不使用

1: MONI キー (タイプ1) または

R/L 切換キー (タイプ 2)

1

Fn3 ダイレクトキー3 0: ダイレクトキー不使用

1: AREAキー (タイプ 1) または

RUN/STOP切換キー (タイプ 2)

1

Fn ダイレクトキー種類 1: タイプ1

2: タイプ2

1

記 号 名 称 データ範囲 出荷値

F21. ファンクションブロック21 ファンクションブロック21の最初のパラメータ

InP 入力種類

電圧 (高) または電圧 (低) 入

力を変更する場合は、入力切

換スイッチによる切り換えが

必要です。

入力切換スイッチ

低電圧

グループ

測定入力用

高電圧

グループ

リモート設定

(RS) 入力用

左側面図

0: 熱電対K

1: 熱電対 J
2: 熱電対R

3: 熱電対S
4: 熱電対B

5: 熱電対E
6: 熱電対N

7: 熱電対T
8: 熱電対W5Re/W26Re

9: 熱電対PLII
10: 熱電対U

11: 熱電対L
12: 測温抵抗体Pt100

13: 測温抵抗体 JPt100
14: 電流DC 0～20 mA

15: 電流DC 4～20 mA
16: 電圧 (高) DC 0～10 V

17: 電圧 (高) DC 0～5 V
18: 電圧 (高) DC 1～5 V

19: 電圧 (低) DC 0～1 V
20: 電圧 (低) DC 0～100 mV

21: 電圧 (低) DC 0～10 mV
24: 電圧 (高) DC 1 V

25: 電圧 (低) DC 100 mV
26: 電圧 (低) DC 10 mV

0 a

UnIT 表示単位 0: C (0 固定)

熱電対 (TC)／測温抵抗体 (RTD) 入力時の
単位です。

0

PGdP 小数点位置 0: 小数点なし 3: 小数点以下3 桁

1: 小数点以下1 桁 4: 小数点以下4 桁

2: 小数点以下2 桁

熱電対(TC)入力:
K、J、Eの場合: 0、1のみ選択可能

T、U、Lの場合: 1 のみ選択可能
上記以外の場合: 0 のみ選択可能

測温抵抗体(RTD)入力:

0～2の範囲で選択可能

電圧(V)／電流( I )入力: すべて選択可能

0 a

PGSH 入力スケール上限 熱電対 (TC)／測温抵抗体 (RTD) 入力:

入力スケール下限～入力レンジの最大値
電圧 (V)／電流 ( I ) 入力:

19999～+19999
(小数点位置の設定によって異なる)

入力レンジ

の最大値
a

PGSL 入力スケール下限 熱電対 (TC)／測温抵抗体 (RTD) 入力:

入力レンジの最小値～入力スケール上限
電圧 (V)／電流 ( I ) 入力:

19999～+19999
(小数点位置の設定によって異なる)

入力レンジ

の最小値
a

PoV 入力異常判断点上限 入力スケール下限  (入力スパンの5 %)～

入力スケール上限 + (入力スパンの5 %)

(小数点位置の設定によって異なる)

入力スケー

ル上限+ (入
力スパンの

5 %)a

PUn 入力異常判断点下限 入力スケー
ル下限  (入

力スパンの
5 %)a

boS バーンアウト方向 0: アップスケール
1: ダウンスケール

熱電対入力と電圧 (低) 入力の場合に有効

0

Sqr 開平演算 0: 開平演算なし
1: 開平演算あり

0

PFrq 電源周波数 0: 50 Hz
1: 60 Hz

表示器の表示がチラつく場合は、ご使用の
電源周波数と同じ値に設定してください。

CT 入力または PFF 入力ありの場合で、電
源周波数が測定できているときは変更でき

ません。

0

SMP サンプリング周期 0: 50 ms

1: 100 ms
2: 250 ms

1

F22. ファンクションブロック22 ファンクションブロック22の最初のパラメータ

rInP リモート設定入力種類
電圧 (高) または電圧 (低) 入力

の変更については、入力種類を参

照してください。

14: DC 0～20 mA 18: DC 1～5 V

15: DC 4～20 mA 19: DC 0～1 V
16: DC 0～10 V 20: DC 0～100 mV

17: DC 0～5 V 21: DC 0～10 mV

15 a

F23. ファンクションブロック23 ファンクションブロック23の最初のパラメータ

dISL デジタル入力 (DI) 割付 1～8 (表1参照) 1

F30. ファンクションブロック30 ファンクションブロック30の最初のパラメータ

LoGC 出力割付 1～7 (表2参照) 2

oTT1 タイマ1 0.0～600.0 秒 0.0

oTT2 タイマ2 タイマ機能を使用する場合は、カスタマイ 0.0

oTT3 タイマ3 ズツールが必要です。 0.0

oTT4 タイマ4 0.0

EXC 励磁／非励磁 SV 表示器の表示

DO1: 0: 励磁 1: 非励磁

DO2: 0: 励磁 1: 非励磁

DO3: 0: 励磁 1: 非励磁

DO4: 0: 励磁 1: 非励磁

0000

a
出荷値は製品の仕様によって異なります。



MODBUS は Schneider Electric の登録商標です。

その他、本書に記載されている会社名や商品名は、一般に各社の商標または登録商標です。

®
理化工業株式会社
RKC INSTRUMENT INC.

本 社 〒146-8515 東京都大田区久が原 5-16-6

TEL (03)3751-8111(代) FAX (03)3754-3316 MAR. 2012

技術的なお問い合わせは、カスタマーサービス専用電話 TEL (03) 3755-6622 をご利用ください。

初 版: 2004 年12 月 [IMQ00]
第 6 版: 2012 年 3 月 [IMQ00]

The English manuals can be downloaded from the official RKC website:
http://www.rkcinst.com/english/manual_load.htm.

エンジニアリングモード

記 号 名 称 データ範囲 出荷値

ALC1 警報ランプ点灯条件 1 0: 点灯しない 1: 点灯する

SV 表示器の表示

EV1
EV2
EV3
EV4

「点灯する」に設定したイベントの中で、

1 つでも警報になると計器前面の警報ラ

ンプ (ALM) が点灯します。

1111

ALC2 警報ランプ点灯条件 2 0: 点灯しない 1: 点灯する

SV 表示器の表示

HBA1

HBA2

0011

SS STOP時の出力状態 0: OFF 1: 動作継続

SV 表示器の表示

イベント出力、HBA 出力

伝送出力

0 固定 (変更禁止)

0 固定 (変更禁止)

0000

F33. ファンクションブロック33 ファンクションブロック33の最初のパラメータ

Ao 伝送出力種類 0: 伝送出力なし

1: PV

2: SVモニタ

3: 偏差値

4: MV1 [加熱側]

5: MV2 [冷却側]

6: SV

7: リモート設定 (RS) 入力値

1

AHS 伝送出力スケール上限 PV、SV、SVモニタ、RSの場合:

入力スケール下限～入力スケール上限

(小数点位置の設定によって異なる)

MV1、MV2の場合:

5.0～+105.0 %

偏差値の場合:

入力スパン～+入力スパン

入力スケー

ル上限

ALS 伝送出力スケール下限 入力スケー

ル下限

F41. ファンクションブロック41 ファンクションブロック41の最初のパラメータ

ES1 イベント1種類 0: イベント機能なし

1: 上限偏差
1

2: 下限偏差
1

3: 上下限偏差
1

4: 範囲内
1

5: 上限入力値
1

6: 下限入力値
1

7: 上限設定値

8: 下限設定値

9: 不使用

10: 上限操作出力値 (MV1) [加熱側]1、2

11: 下限操作出力値 (MV1) [加熱側]1、2

12: 上限操作出力値 (MV2) [冷却側]1

13: 下限操作出力値 (MV2) [冷却側]1

1
イベント待機動作の選択が可能です。

2
開度帰還抵抗 (FBR) 入力使用時は、開度

帰還抵抗 (FBR) 入力値になります。

0 a

EHo1 イベント1待機動作 0: 待機なし 1: 待機あり 2: 再待機あり 0 a

EIL1 イベント1インターロック 0: 不使用 1: 使用 0

EH1 イベント1動作すきま 偏差、入力値、設定値:

0～入力スパン

(小数点位置の設定によって異なる)

操作出力値:

0.0～110.0 %

2 a

EVT1 イベント1遅延タイマ 0.0～600.0 秒 0.0

EEo1 イベント1動作の強制ON

選択

0: 無効 1: 有効

SV 表示器の表示

入力異常時に強制 ON

マニュアルモード時に強制 ON

AT 実行中に強制 ON

設定変化率リミッタ動作中に
強制 ON

0000

F42. ファンクションブロック42 ファンクションブロック42の最初のパラメータ

ES2 イベント2種類 イベント1種類と同じ

EHo2 イベント2待機動作 イベント1待機動作と同じ

EIL2 イベント2インターロック イベント1インターロックと同じ

EH2 イベント2動作すきま イベント1動作すきまと同じ

EVT2 イベント2遅延タイマ イベント1遅延タイマと同じ

EEo2 イベント2動作の強制ON

選択

イベント1動作の強制ON選択と同じ

F43. ファンクションブロック43 ファンクションブロック43の最初のパラメータ

ES3 イベント3種類 イベント1種類と同じ

EHo3 イベント3待機動作 イベント1待機動作と同じ

EIL3 イベント3インターロック イベント1インターロックと同じ

EH3 イベント3動作すきま イベント1動作すきまと同じ

EVT3 イベント3遅延タイマ イベント1遅延タイマと同じ

EEo3 イベント3動作の強制ON

選択

イベント1動作の強制ON選択と同じ

a
出荷値は製品の仕様によって異なります。

エンジニアリングモード

記 号 名 称 データ範囲 出荷値

F44. ファンクションブロック44 ファンクションブロック44の最初のパラメータ

ES4 イベント4種類 9: 制御ループ断線警報 (LBA)

その他のデータは、イベント1 種類と同じ

EHo4 イベント4待機動作 イベント1待機動作と同じ

制御ループ断線警報 (LBA) の場合は無効

EIL4 イベント4インターロック イベント1インターロックと同じ

EH4 イベント4動作すきま イベント1動作すきまと同じ

制御ループ断線警報 (LBA) の場合は無効

EVT4 イベント4遅延タイマ イベント1遅延タイマと同じ

EEo4 イベント4動作の強制ON

選択

イベント1動作の強制ON選択と同じ

制御ループ断線警報 (LBA) の場合は無効

F45. ファンクションブロック45 ファンクションブロック45の最初のパラメータ

CTr1 CT1 レシオ 0～9999

CT 種類: CTL-6-P-N

CTL-12-S56-10L-N

800 a

CTA1 CT1 割付 0: なし

1: OUT1

2: OUT2

3～6: 設定しないでください

1

HbS1 ヒータ断線警報1 (HBA1)

種類

0: ヒータ断線警報1 (HBA1) タイプA

1: ヒータ断線警報1 (HBA1) タイプB

0 a

HbC1 ヒータ断線警報1 (HBA1)

遅延回数

0～255 5

F46. ファンクションブロック46 ファンクションブロック46の最初のパラメータ

CTr2 CT2 レシオ CT1 レシオと同じ

CTA2 CT2 割付 0: なし

1: OUT1

2: OUT2

3～6: 設定しないでください

0

HbS2 ヒータ断線警報2 (HBA2)

種類

0: ヒータ断線警報2 (HBA2) タイプA

1: ヒータ断線警報2 (HBA2) タイプB

0

HbC2 ヒータ断線警報2 (HBA2)

遅延回数

ヒータ断線警報1 (HBA1) 遅延回数と同じ

F50. ファンクションブロック50 ファンクションブロック50の最初のパラメータ

Pd ホット／コールドスタート 0: ホットスタート1

1: ホットスタート2

2: コールドスタート

3: STOPスタート

0

PdA スタート判断点 0～入力スパン (単位は入力値と同じ)

(0: ホット／コールドスタート動作に従う)

(小数点位置の設定によって異なる)

入力スパン

の 3 %

CAM 外部入力種類 0: リモート設定入力

1: コントローラ間通信カスケード制御

2: コントローラ間通信比率設定

0

MCH マスタチャネル選択 0～31

この値は、コントローラ間通信カスケード制

御または比率設定の場合に有効です。

0

TrK SVトラッキング 0: SVトラッキングなし

1: SVトラッキングあり

1

MVTS MV転送機能

[オートモード マニュアル

モードへ切り換えたときの動

作]

0: オートモード時の操作出力値 (MV1または

MV2) を使用

1: デジタル入力 (DI) で切り換えたとき:

前回のマニュアルモード時の操作出力値

(MV1 またはMV2) を使用

前面キーで切り換えたとき:

オートモード時の操作出力値 (MV1 また

はMV2) を使用

2: 前回のマニュアルモード時の操作出力値

(MV1 またはMV2) を使用

0

PVTS PV転送機能 0: 不使用

1: 使用

0

F51. ファンクションブロック51 ファンクションブロック51の最初のパラメータ

oS 制御動作 0: ブリリアント II PID 制御 (正動作)

1: ブリリアント II PID 制御 (逆動作)

2: ブリリアント II 加熱冷却PID制御 [水冷]

3: ブリリアント II 加熱冷却PID制御 [空冷]

4: ブリリアント II 加熱冷却PID制御

[冷却ゲインリニアタイプ]

5: ブリリアントII 位置比例PID制御 (逆動作)

6: ブリリアントII 位置比例PID制御 (正動作)

1 a

IddP 積分／微分時間の小数点位置 0: 1 秒設定 (小数点なし)

1: 0.1 秒設定 (小数点以下1 桁)

0

dGA 微分ゲイン 0.1～10.0 6.0

oHH 二位置動作すきま上側 熱電対 (TC)／測温抵抗体 (RTD) 入力:

0～入力スパン (単位: C)

(小数点位置の設定によって異なる)

電圧 (V)／電流 (I) 入力:

入力スパンの 0.0～100.0 %

1 a

oHL 二位置動作すきま下側 1 a

AoVE 入力異常時動作上限 0: 通常制御 (現状の出力) 0

AUnE 入力異常時動作下限 1: 入力異常時の操作出力値 0

PSM 入力異常時の操作出力値 105.0～+105.0 % 0.0

rMV1 STOP時の操作出力値 (MV1) 5.0～+105.0 %  5.0

rMV2 STOP時の操作出力値 (MV2)  5.0

orU 出力変化率リミッタ上昇

(MV1)

0.0～100.0 %／秒 (0.0: 機能なし) 0.0

a
出荷値は製品の仕様によって異なります。

エンジニアリングモード

記 号 名 称 データ範囲 出荷値

ord 出力変化率リミッタ下降

(MV1)

0.0～100.0 %／秒 (0.0: 機能なし) 0.0

oLH 出力リミッタ上限 (MV1) 出力リミッタ下限 (MV1)～105.0 % 105.0

oLL 出力リミッタ下限 (MV1) 5.0 %～出力リミッタ上限 (MV1) 5.0

orU2 出力変化率リミッタ上昇

(MV2)

出力変化率リミッタ上昇 (MV1) と同じ 0.0

ord2 出力変化率リミッタ下降

(MV2)

出力変化率リミッタ下降 (MV1) と同じ 0.0

oLH2 出力リミッタ上限 (MV2) 出力リミッタ下限 (MV2)～105.0 % 105.0

oLL2 出力リミッタ下限 (MV2) 5.0 %～出力リミッタ上限 (MV2) 5.0

PFF パワーフィードフォワード

選択

0: PFF なし

1: PFF あり

1

PFFS パワーフィードフォワード

ゲイン

0.01～5.00 1.00

dTP 微分動作選択 0: 測定値微分

1: 偏差微分

0

US アンダーシュート抑制係数 0.000～1.000 1.000 a

dbPA オーバーラップ／

デッドバンド基準点

0.0～1.0 0.0

F52. ファンクションブロック52 ファンクションブロック52の最初のパラメータ

ATb AT バイアス 入力スパン～+入力スパン

(小数点位置の設定によって異なる)

0

ATC AT サイクル 0: 1.5 サイクル

1: 2.0 サイクル

2: 2.5 サイクル

3: 3.0 サイクル

1

ATH AT 動作すきま時間 0.0～50.0 秒 10.0

ATon AT オン出力値 AT オフ出力値～105.0 % 105.0

AToF AT オフ出力値 105.0 %～ATオン出力値 105.0

PLH 比例帯リミッタ上限

[加熱側]

熱電対 (TC)／測温抵抗体 (RTD) 入力:

0 (0.0、0.00)～入力スパン (単位: C)

(小数点位置の設定によって異なる)

電圧 (V)／電流 ( I ) 入力:

入力スパンの 0.0～1000.0 %

入力スパン
a

PLL 比例帯リミッタ下限

[加熱側]

0 a

ILH 積分時間リミッタ上限

[加熱側]

0～3600 秒または 0.0～1999.9 秒

(積分／微分時間の小数点位置による)

3600

ILL 積分時間リミッタ下限

[加熱側]

0

dLH 微分時間リミッタ上限

[加熱側]

3600

dLL 微分時間リミッタ下限

[加熱側]

0

PcLH 比例帯リミッタ上限

[冷却側]

熱電対 (TC)／測温抵抗体 (RTD) 入力:

1 (0.1、0.01)～入力スパン (単位: C)

(小数点位置の設定によって異なる)

電圧 (V)／電流 ( I ) 入力:

入力スパンの 0.1～1000.0 %

入力スパン
a

PcLL 比例帯リミッタ下限

[冷却側]

1 a

IcLH 積分時間リミッタ上限

[冷却側]

積分時間リミッタ上限 [加熱側] と同じ 3600

IcLL 積分時間リミッタ下限

[冷却側]

積分時間リミッタ下限 [加熱側] と同じ 0

dcLH 微分時間リミッタ上限

[冷却側]

微分時間リミッタ上限 [加熱側] と同じ 3600

dcLL 微分時間リミッタ下限

[冷却側]

微分時間リミッタ下限 [加熱側] と同じ 0

PAJ 比例帯調整係数

[加熱側]

0.01～10.00 倍 1.00

IAJ 積分時間調整係数

[加熱側]

1.00

dAJ 微分時間調整係数

[加熱側]

1.00

PcAJ 比例帯調整係数

[冷却側]

1.00

IcAJ 積分時間調整係数

[冷却側]

1.00

dcAJ 微分時間調整係数

[冷却側]

1.00

F53. ファンクションブロック53 ファンクションブロック53の最初のパラメータ

Ydb 開閉出力中立帯 出力の0.1～10.0 % 2.0

YHS 開閉出力動作すきま 出力の0.1～5.0 % 1.0

Ybr 開度帰還抵抗 (FBR) 入力

断線時の動作
0: STOP時のバルブ動作の設定に従う

1: 制御動作継続

0

PoS 開度調整 開度調整画面の状態でシフトキーを5秒間

押すと、自動的に調整を開始します。



MoT コントロールモータ時間 5～1000 秒 10

oLA 積算出力リミッタ コントロールモータ時間の 0.0～200.0 %

0.0: 積算出力リミッタ機能OFF

FBR 入力使用時は、無効になります。

150.0

VAL STOP時のバルブ動作 0: 閉側出力OFF、開側出力OFF

1: 閉側出力ON、開側出力OFF

2: 閉側出力OFF、開側出力ON

0

YASo 開度出力保持機能 0: 無効

1: 有効

0

a
出荷値は製品の仕様によって異なります。

エンジニアリングモード

記 号 名 称 データ範囲 出荷値

F54. ファンクションブロック54 ファンクションブロック54の最初のパラメータ

STS ST 起動条件 0: 電源 ON にしたとき、STOP から RUN

に切り換えたとき、または設定値 (SV)

を変更したときに起動

1: 電源ONにしたとき、またはSTOPから

RUN に切り換えたときに起動

2: 設定値 (SV) を変更したときに起動

0

STPK ST 比例帯調整係数 0.01～10.00 倍 1.00

STIK ST 積分時間調整係数 1.00

STdK ST 微分時間調整係数 1.00

F55. ファンクションブロック55 ファンクションブロック55最初のパラメータ

CHrG 自動昇温グループ 0～16 (0: 自動昇温機能なし) 0

rSG RUN/STOPグループ 0～16 (0: RUN/STOPグループなし) 0

CHrd 自動昇温むだ時間 0.1～1999.9 秒 10.0

CHrT 自動昇温傾斜データ 0.1～入力スパン／分 1.0

F60. ファンクションブロック60 ファンクションブロック60の最初のパラメータ

CMP1 通信 1プロトコル 0: RKC 通信

1: MODBUS

0 a

CMP2 通信 2プロトコル 0: RKC 通信

1: MODBUS

2: コントローラ間通信

2

F70. ファンクションブロック70 ファンクションブロック70の最初のパラメータ

SVrT 設定変化率リミッタ単位時間 1～3600 秒 60

STdP ソーク時間単位 0: 0 時間00分～99時間 59 分

1: 0分 00秒～199分59秒

1

F71. ファンクションブロック71 ファンクションブロック71の最初のパラメータ

SLH 設定リミッタ上限 設定リミッタ下限値～入力スケール上限

(小数点位置の設定によって異なる)

入力スケー

ル上限

SLL 設定リミッタ下限 入力スケール下限～設定リミッタ上限値

(小数点位置の設定によって異なる)

入力スケー

ル下限

F91. ファンクションブロック91 ファンクションブロック91の最初のパラメータ

C277 ROMバージョンモニタ 搭載ソフトウェアのバージョンを表示しま

す。



WT 積算稼働時間モニタ 0～19999 時間 

TCJ 周囲温度ピークホールド値

モニタ

10.0～+100.0 C 

HEAT パワーフィードフォワード

入力値モニタ

0.0～160.0 %

(負荷の定格電圧に対する%表示)



a
出荷値は製品の仕様によって異なります。

表 1: デジタル入力 (DI) 割付

設定値 DI1 DI2 DI3 DI4 DI5 DI6 DI7

1

メモリエリア番号切換

(1～8)

エリア

セット*

不使用

2

RUN/STOP
REM/LOC

AUTO/MAN

3

インター

ロック

解除

4
AUTO/MAN

5 REM/LOC

6 RUN/STOP

不使用7 REM/LOC

8 AUTO/MAN

RUN/STOP: RUN/STOP 切換 AUTO/MAN: オート／マニュアル切換 REM/LOC: リモート／ローカル切換

* エリアセット入力 (DI4) なしで、メモリエリア切換ができるのは、ZK-1165 仕様を指定したタイプのみです。

ZK-1165仕様によるメモリエリア切換については、ZK-1165仕様説明書 (IMR01W08-J) を参照してください。

表 2: 出力割付

DO1～DO4は、励磁、非励磁の選択が可能です。(ただし、FAILは非励磁固定です。)

設定はエンジニアリングモードで行います。

設定値 OUT1 OUT2 DO1 DO2 DO3 DO4

1 MV1 MV2 EV1 EV2 EV3 EV4

2 MV1 MV2 EV1 EV2 EV3
HBA1
HBA2

3 MV1 MV2 EV1 EV2
HBA1
HBA2 FAIL

4 MV1 MV2 EV1
HBA1
HBA2 EV3 EV4

5 MV1
HBA1
HBA2 EV1 EV2 EV3 EV4

6 MV1
HBA1
HBA2 EV1 EV2 EV3 FAIL

7 MV1 FAIL EV1 EV2 EV3 EV4

MV1: 制御出力1、MV2: 制御出力2、HBA1: ヒータ断線警報1、HBA2: ヒータ断線警報2、FAIL: フェイル出力、

EV1～EV4: イベント出力 1～イベント出力4

 加熱冷却PID制御または位置比例PID制御として使用する場合、コード1～4のいずれかを選択してください。

 1つの出力先に複数の出力機能が割り付いている場合は、OR出力となります。


